
言語社会　第 6号　　12

　
　

私
は
旅
行
者
で
あ
つ
た
か
ら
、

　
　

人
と
人
を
繋
ぐ
網
の
目
は
見
え
な
か
つ
た
。

　
　

（
人
は
ま
た
風
景
の
一
畫
に
し
か
過
ぎ
ぬ
も
の
だ
）

　
　

偶
々
降
り
立
つ
た
都
市
の
夥
し
い
看
板
が

　
　

時
折
私
に
理
解
出
來
る
言
語
で
話
し
か
け
た
と
云
ふ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

私
が
そ
の
形サ
イ
ン象
の
美
し
さ
に
幾
度
瞠
目
し
よ
う
と
、

　
　

そ
れ
が
生
き
て
ゐ
な
か
つ
た
こ
と
に
變
り
は
な
い
。

　
　

（
波
打
つ
金
髮
の
碧
眼
の
、
女
の
息
が
に
ほ
ふ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

―
）

　
　

だ
か
ら
、
私
の
見
た
都
市
が
生
靈
の
墓
地
で
あ
つ
た
と
し
て
も
驚
く
に
當
ら
な
い
。

　
　

私
が
た
と
へ
其
處
を
遊
園
地
の
ご
と
く
廻
つ
た
と
し
て
も

―
。

特
集
　
文
章
の
道
　

―
　

井
上
義
夫
先
生
退
職
記
念
特
集

歸
心
　

―
　

或
い
は
「
歐
州
紀
行
」

井
上
詠な
が
む
　



13　　歸心　―　或いは「歐州紀行」

巴
里
。

夜
の
繪
。

色
彩
の
あ
と
を
常
住
影
が
追
ふ
街
。

血
を
缺
い
た
電
燈
の
光
り
に
腫は
れ

上
が
る
マ
チ
エ
ー
ル

―
。

そ
れ
を
瀟
洒
な
都
市
と
呼
ぶ
者
は
巴
里
に
永
住
で
き
る
。

人
間
は
日
蔭
に
咲
く
癡
呆
の
花
。

女
達
は
彼
女
自
身
の
鏡
の
や
う
に
美
し
く
、

男
は
硝
子
の
曇
り
に
似
た
精
神
を
も
つ
て
ゐ
る
。

鋪
道
の
カ
フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
の
赤
い
灰
皿
の
戲
け
心
が
、

巴
里
の
白
晝
に
似
つ
か
は
し
い
。

倫
敦
。
夕
暮
。

空
に
含
ま
れ
た
み
づ
の
量
と
茜
色
の
追
憶
。

そ
こ
で
私
が
仰
い
だ
雲
の
低
く
、
重
苦
し
か
つ
た
こ
と
！

亡
靈
の
哭
く
ビ
ッ
グ
・
ベ
ン
の
鐘
と
、
ど
ろ
ど
ろ
と
地
を
匐
ふ
驟
雨
。

碧
い
可
憐
な
眼
が
煉
瓦
造
り
の
建
物
か
ら
覗
く
都
市
で
、

乳
牛
の
逞
し
く
美
麗
な
丈
高
い
女
性
と
、

柔
和
な
男
達
の
群
れ
る
ラ
マ
の
國
。

既
に
腐
り
始
め
た

正
眞
正
銘
の
思
ひ
遣
り
の
果
實
。



言語社会　第 6号　　14

ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
近
郊
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
に
こ
び
り
つ
い
た

Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
オ
レ
ン
ス
の
沈
默
。

チ
ゥ
リ
ッ
プ
の
庭
に
希
望
を
咲
か
せ
、

丘
陵
を
漂
ふ
薄
白
い
「
時
間
」
と
、

（
ホ
テ
ル
の
窗
に
擴
が
る
草
地
に
二
匹
）

山
羊
の
食
ん
で
ゐ
た
「
永
遠
」

―
。

そ
れ
ら
が
皆
私
に
は
美
し
す
ぎ
た
。

（
ロ
オ
レ
ン
ス
の
闇
は
血
の
に
ほ
ひ
で
噎
せ
て
ゐ
た
と
い
ふ
の
に
。）

さ
う
し
て
「
現
實
」
を
搜
し
、

藝
術
の
索
引
を
つ
く
る
人
間
の
愚
蒙
を
、

恰
も
私
が
知
ら
な
か
つ
た
と
で
も
い
ふ
か
の
よ
う
に

―
。

コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
で
は
海
が
枯
れ
た
。

ペ
ン
ザ
ン
ス
、
ゼ
ナ
ー
、
セ
ン
ト
・
ア
イ
ヴ
ズ
に
、

海
を
嗅
い
で
蝟
集
し
た
動
物
の
住
ひ
が

ウ
エ
ハ
ー
ス
の
や
う
に
竝
ぶ
土
地
。

昏
い
潮
風
に
搖
れ
る
蟹
サ
ラ
ダ
の
肉み

の
健
康
と

貧
し
い
草
に
圍
ま
れ
た
人
々
の
深
い
眠
り
。



15　　歸心　―　或いは「歐州紀行」

温
順
な
犬
の
、
人
間
の
や
う
な
眼
。

彼
等
も
愛
さ
れ
て
此
の
地
で
一
生
を
了
へ
る

―

そ
れ
に
何
の
不
服
が
あ
ら
う
、
と
。

ブ
ル
ー
ジ
ュ
。
贋
作
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
、
巴
里
の
、

詐
り
の
舞
臺
で
を
ど
る
人
間
と

露
地
の
戸
口
の
土
産
品
が
腥
い
色
彩
で
に
ほ
ふ
街
。

百
姓
の
や
う
に
屈
託
せ
ぬ
警
官
を
押
し
除
け

石
疉
に
集
る
車
。

セ
ル
ロ
イ
ド
の
中
世
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

―
屑
籠
。

汚
れ
た
數
式
の
建
築
と
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
の
換
算
に
忙
し
い
市ま
ち

。

小
便
小
僧
の
小
用
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
商
用
の
便
宜
に
、

巴
里
の
植
民
地
の
賑
ひ
の
な
か
に
置
か
れ
た
ナ
イ
ト
メ
ア
の
や
う
な
痰
壺
。

三
色
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
舐
め
る
蠅
の
歡
喜
。



言語社会　第 6号　　16

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
。
休
日
。

ラ
イ
デ
ン
。
休
日
。

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
亡
靈
と
ナ
チ
ス
の
殘
黨
が
等
し
く
ベ
ン
チ
に
眠
る
休
日
。

公
園
の
薄
暮
に
飛
ぶ
シ
ェ
パ
ー
ド
と
、

池
に
潛
ら
う
と
す
る
鳩
の
平
和
。

ヒ
ッ
ピ
ー
の
、
黒
人
の
、
女
衒
の
、
賣
春
買
ひ
の
日
本
人
の
休
日
。

ゴ
ッ
ホ
の
耳
は
鋪
道
に
落
ち
、

ぴ
く
ぴ
く
と
動
か
う
と
し
て
果
さ
な
い
。

浮
世
繪
―
彼
の
蒐
集
品
の
生
ぐ
さ
さ
。

（
私
は
さ
う
し
て
獨
逸
の
工
場
に
跳
び
込
ん
だ
）

コ
ブ
レ
ン
ツ
。
水
。

ラ
イ
ン
川
は
運
河
に
似
た
下
水
路
。
モ
ー
ゼ
ル
は
鉛
色
の
排
水
管
。

公
園
の
石
疉
に
竝
べ
ら
れ
た
チ
ェ
ス
の
駒
の
や
う
に
、

巨
大
で
汚
れ
た
強
い
西
陽

―
。

明
け
方
の
ラ
イ
ン
川
に
噴
霧
の
漂
ふ
あ
ひ
だ
、

未
だ
獨
逸
は
往
昔
の
貌か
ほ

を
被か
ず

い
て
ゐ
た
。

午
後
の
陽
光
の
プ
リ
ズ
ム
に
碎
か
れ
た
獨
逸
聯
邦
共
和
國
は



17　　歸心　―　或いは「歐州紀行」

生
産
の
未
來
に
囂
か
ま
び
すし
い
。

人
間
の
腦
に
美
し
い
青
寫
眞
を
ち
ら
つ
か
せ
、

刃
物
だ
、
刃
物
だ
と
騷
ぎ
立
て
る
聲
が
先
驅
す
る
國
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
。「
普
請
中
」。

懷
し
い
言
葉
で
日
本
の
文
豪
が
呼
ん
だ
一
國
の
滅
亡
。

何
處
の
地
も
同
じ
運
命
に
壓お

し
拉ひ

し
が
れ
、

通
行
人
は
現
像
室
に
出
沒
す
る
技
師
。

百
貨
店
の
地
下
室
で
私
語
す
る
滯
貨
が
住
民
登
録
證
を
獲
得
し
た
世
紀
。

そ
の
一
部
始
終
を
觀
察
し
た
畫
家
は

硝
子
の
裏
に
無
機
質
の
野
原
を
創
つ
た

―
。

カ
ン
ジ
ン
ス
キ
ー
の
眼
裏
で
、

再
び
熱
を
帶
び
た
人
間
の
光
り
。

イ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
安
心
。

（
人
の
工
夫
は
ア
ル
プ
ス
を
消
せ
な
い

―
）

三
千
數
百
米
に
屆
く
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
快
行
も

岩
礁
の
假
面
の
疊
峯
の
ま
へ
で
は
何
ほ
ど
も
な
い
。

れ
ろ
れ
ろ
と
裏
返
る
喉
か
ら
希
望
の
泡
が
湧
き
立
つ
と
き



言語社会　第 6号　　18

紅く
れ
な
ゐと
白
の
民
族
衣
裳
の
乙
女
た
ち
は

人
の
眼
に
し
づ
ん
だ
湖
の
平
和
を
忘
れ
な
い
。

彼
女
等
の
白
い
頬
と
勁
い
腰
部
に
支
へ
ら
れ
た

山
國
の
安
心
。

維
納
は
石
の
海
。

化
石
の
魚
が
賑
ふ
ひ
る
ま
は
、

高
い
尖
塔
の
教
會
を
廻
つ
て
文
明
の
波
が
騷
ぐ
。

夜
、

歐
州
は
死
ん
だ
怪
物
。

（
そ
れ
は
も
う
斷
末
魔
の
叫
び
聲
も
擧
げ
な
い
。）

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
腦
髓
を
叩
い
た
「
英
雄
」
の
足
音
だ
け
が

彼
處
の
通
り
、
此
處
の
街
路
を
過
ぎ
る
。

そ
の
死
骸
は
重
く
、
幻
滅
は
深
い
。

し
か
し
常
に
死
化
粧
は
映
え
―
。

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
光
り
。

サ
ン
・
マ
ル
コ
寺
院
の
靜や
す

謐ら
ぎ

の
採
光
。

其
處
に
棲
む
鳩
は
み
づ
と
光
り
か
ら
成
る
幻
の
翼
で
空
氣
を
擦
る
。



19　　歸心　―　或いは「歐州紀行」

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
人
は
、

た
ま
し
ひ
が
空
を
往
く
瞬
間
に
出
會
ふ
。

夕
立
は
海
の
吐
息
に
異
ら
な
い
。
そ
し
て
海
は

人
の
眼
の
や
う
に
碧
い
。

舌
鮃
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
、
白
い
卓
布
に
載
つ
た
み
づ
の
形
態
。

物
體
は
皆
、
清
明
の
な
か
に
浮
ぶ
質
量
。

ミ
ラ
ノ
。

影
の
な
い
日
差
し
。

白
い
針
の
ド
ゥ
オ
ー
モ
は
、
先
夜
の
夢
の
當
惑
し
た
白
日
。

フ
レ
ス
コ
の
壁
に
剥
が
れ
た
「
時
間
」
が
ぶ
ら
下
が
る
都
市
で
、

母
親
は
風
船
の
絲
の
や
う
に
子
供
を
引
張
る
。

―
「
ふ
ら
ん
ち
ぇ
ー
す
か
！
」

―
「
だ
び
っ
で
！
」

太
陽
に
は
骨
が
な
い
。
彼
等
に
は
肉
體
が
な
い
か
ら
、

子
供
等
は
い
つ
も

高
い
精
神
の
空
に
昇
ら
う
と
す
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
。
墓
地
。



言語社会　第 6号　　20

其
處
で
生
血
を
啜
る
自
動
車
の
精
力
と
鞣
な
め
し
が
わの
群
生
地
。

人
間
は
陽
に
腐
敗
し
た
店
頭
の
果
實
。

或
い
は
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
貼
り
つ
い
た
薄
い
脊
の
ポ
ス
タ
ー

―
。

大
理
石
の
服
を
脱
が
う
と
す
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
肉
體
さ
へ

ア
ル
ノ
川
の
淫
な
砂
床
の

永
遠
の
墓
所
に
葬
ら
れ
る
。

ボ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の
「
春
」
と
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
」

―

そ
れ
が
い
ま
さ
ら
何
に
な
ら
う
、
と
。

羅
馬
。
砂
の
都
市
。

人
心
の
行
き
著
い
た
騷
音
の
容
器
。

フ
ィ
ア
ッ
ト
の
看
板
の
や
う
に
囂
し
く
、

少
年
の
頬
で
鳴
る
母
親
の
グ
ロ
ー
ヴ
の
手
の
ひ
ら
。

荒
ん
だ
肌
に
精
神
の
歡
喜
を
漲
ら
せ
る
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
の
濱
邊
で
、

腹
の
出
た
女
等
が
敷
物
の
や
う
な
魚
を
ぶ
ら
下
げ
て
通
る

―

の
っ
ぺ
り
と
開
け
た

地
球
の
溜
池
を
見
な
が
ら
。

港
町
ブ
リ
ン
デ
ィ
シ
。



21　　歸心　―　或いは「歐州紀行」

蠅
の
兇
暴
。

街
路
を
行
く
少
年
は
思
ひ
出
し
た
や
う
に
看
板
を
毆
る
。

成
人
し
た
男
は
、
慾
望
を
叩
き
割
ら
う
と
し
て
空
し
い
。

（
女
は
ゐ
な
い
。）

人
の
居
な
い
岸
壁
に

や
う
や
く
夕
暮
が
と
ま
る
頃
、

ギ
リ
シ
ャ
は
遠
い
。

し
か
し
、
も
っ
と
遠
い
の
は
「
イ
タ
リ
ア
の
歌
」。

　
「
舟
旅
は
た
の
し
い
奴
隸　

で
ぃ
お
に
そ
す
の
海
豚
に
乘
り

　

あ
ど
り
あ
海
を
眠
り
拔
け
る
と　

は
じ
け
る
太
陽

　

ぎ
ら
ぎ
ら
と
船
を
漕
げ
ば
こ
る
ふ
の
島
影

　

ぱ
と
ら
す
は
瞬
く
港
」

ア
テ
ネ
。
禿
山
。

砂
上
に
生
え
た
石
造
の
古
代
都
市
。

「
時
間
」
の
癡
愚
を
滿
載
し
、
夜
つ
ぴ
い
て
唸
る
塵
埃
の
自
動
車
。

遺
跡
は
過
誤
の
創
痍
、
風
に
ひ
か
る
悔
恨
。

貧
し
い
ギ
リ
シ
ャ
に
は
、



言語社会　第 6号　　22

し
か
し
無
限
の
貧
し
い
未
來
が
あ
る
。

（
若
者
等
の
黒
い
眼
に

　

無
遍
在
の
青
い
海
が
あ
る
や
う
に

―
）

モ
ス
ク
ワ
空
港
。
地
蟲
。

地
面
か
ら
掘
出
さ
れ
た
黒
色
の
殻
の

陽
に
適
さ
ぬ
孤
獨
な
生
物
。

猜
疑
の
眼
の
お
ほ
き
な
世
界
で
、

い
の
ち
の
あ
る
も
の
は
鎧
の
寡
默
を
守
る
。

或
い
は
我
が
身
に
憤
怒
し
て

絶
望
の
針
を
刺
す
。

日
本
に
戻
る
と

至
る
所
に
秋
が
落
ち
て
ゐ
た
。

ブ
リ
キ
板
と
看
板
の
厚
い
都
會
の
は
ざ
ま
で
、

日
本
の
く
さ
ぐ
さ
が
黄
昏
の
風
に
笑
ふ
。

夜
陰
に
き
い
き
い
啼
い
て
ゐ
る
の
は

塵
芥
の
や
う
な
祖
靈
。

街
を
行
く
人
々
の
顏
に
紫
の
死
色
が
賑
は
ふ
都
市

―
。



23　　歸心　―　或いは「歐州紀行」

東
京
。
魍す
だ
ま魎
の
郷
里
。




